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回 曜日 時間 場所・担当者 Aグループ 学生20名 Bグループ 学生20名


















































11 木 ３限 実習室１ フィジカル・アセスメントの実技テスト，AEDを用いたBLS・止血法，口腔ケアの実施の説明
場所・担当者 Ⅰ（10名） Ⅱ（10名） Ⅲ（10名） Ⅳ（10名）





















































































































































































１ 演習の内容に対して授業時間は適当であった 3.11 0.72 3.23 0.61 3.06 0.77 3.31 0.61 3.63 0.49
２ 説明時間と練習時間のバランスはよかった 3.25 0.56 3.25 0.62 3.19 0.64 3.33 0.59 3.63 0.49
３ 演習の進み方は，適当であった 3.34 0.51 3.31 0.53 3.31 0.53 3.42 0.56 3.65 0.48
４ デモンストレーションの長さは，適当であった 3.27 0.51 3.30 0.53 3.30 0.58 3.45 0.50 3.63 0.55
５ 教員は，デモンストレーションをよく見えるようにわかりやすく行っていた 3.23 0.61 3.27 0.63 3.31 0.61 3.42 0.59 3.68 0.47









８ 演習の難易度は，適当であった 3.39 0.49 3.48 0.56 3.38 0.60 3.36 0.68 3.73 0.45
９ 演習は，これまで学んだ知識と関連がわかる展開であった 3.44 0.56 3.52 0.59 3.50 0.62 3.55 0.59 3.65 0.54




11 演習した内容は，教員の監督下で実施できるようになった 3.25 0.62 3.32 0.62 3.33 0.62 3.30 0.63 3.60 0.52
12 演習した内容を，今後実施するのに自信がついた 3.05 0.70 3.21 0.65 3.17 0.66 3.08 0.78 3.44 0.64

















































１ 演習の内容に対して授業時間は適当であった n 55 58 51 59 63
％ (85.9) (90.6) (79.7) (92.2) (98.4)
２ 説明時間と練習時間のバランスはよかった n 60 57 56 60 63
％ (93.8) (89.1) (87.5) (93.8) (98.4)
３ 演習の進み方は，適当であった n 63 62 62 62 63
％ (98.4) (96.9) (96.9) (96.9) (98.4)
４ デモンストレーションの長さは，適当であった n 62 61 62 64 61
％ (96.9) (95.3) (96.9) (100.0) (95.3)
５ 教員は，デモンストレーションをよく見えるようにわかり
やすく行っていた
n 58 59 61 61 63
％ (90.6) (92.2) (95.3) (95.3) (98.4)
６ 教員のアドバイス，指導のタイミングはよかった n 61 62 64 62 62
％ (95.3) (96.9) (100.0) (96.9) (96.9)
７ 教員は，学生の行っている方法の修正の必要性や方向性が
わかるように指導や説明をしていた
n 61 60 61 61 62





８ 演習の難易度は，適当であった n 64 61 60 59 62
％ (100.0) (95.3) (93.8) (92.2) (96.9)
９ 演習は，これまで学んだ知識と関連がわかる展開であった n 62 60 60 61 61
％ (96.9) (93.8) (93.8) (95.3) (95.3)
10 この時期に実際にやってみる意義がある演習であった n 58 56 58 58 60




11 演習した内容は，教員の監督下で実施できるようになった n 58 58 59 58 62
％ (90.6) (90.6) (92.2) (90.6) (96.9)
12 演習した内容を，今後実施するのに自信がついた n 50 57 55 49 58
％ (78.1) (89.1) (85.9) (76.6) (90.6)
13 演習した内容は，卒業後に実施するのに役に立つ n 61 59 62 59 62
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表４ 看護学演習Ⅰに対する学生の自由記載内容
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